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　小松商工会議所では、新たに産業
観光を受け入れるために取り組む事
業に対し、助成金を交付し、誘客に
つながる地域づくりを支援します。

産業観光とは・・・
　歴史的、文化的価値のある産業文化財（機械器具、工場遺構等）、生産
現場（工場、工房等）及び製品などを観光資源とし、それらを通じてもの
づくりの心に触れるとともに、人的交流を促進する観光活動のこと。

産業観光受入整備支援助成金交付事業
産業観光へのチャレンジを応援します！ イ
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あんどん行列・どんどん小松輪踊り

場所：小松駅前市民公園
1.オープニング式典・こまつ姫御前認証式

場所：團十郎芸術劇場うらら

同時開催イベント

1.どんどん音楽祭

2.ステージパフォーマンス

3.グルメ横丁

4.どんどんマーケット

小松駅周辺を中心に、グルメやステージなどのイベントが盛りだくさん！

●前売券500円／当日券700円
●前売券販売所   小松商工会議所、小松土産店（Komatsu 九 内）

［主催］小松市どんどんまつり実行委員会　☎0761-21-3121
［特別協力］北國新聞社
［主催］小松市どんどんまつり実行委員会　☎0761-21-3121
［特別協力］北國新聞社

詳細・最新情報はHPを
ご確認ください。
詳細・最新情報はHPを
ご確認ください。

地域活性化活動支援事業助成金交付事業
地域の賑わいづくりを応援します！

　小松商工会議所では、小松市内において、複数の会員事
業所などを構成員とするグループ、団体による意欲的な取
組みや地域活性化につながる活動を支援します。
　地域活性化につながる活動を促すことで、地域の賑わい
創出につなげることを目的に、積極的な賑わい創出活動を
募集します。

　助成対象経費の2分の1（1件あたり上限5万円、
1,000円未満の端数切捨て）
※対象となる活動の前に交付決定を受ける必要があ
ります。

令和7年3月末まで（予算額に達し次第締切）

申込み方法 【提出先】 小松商工会議所 総務・事業課
〒923-8566 石川県小松市園町ニ1
☎0761-21-3121

　申請用紙に必要事項を記入し、関係書類（事業計画・事業
予算など）を添付のうえ、下記までご持参ください。なお、
提出される際は必ず事前にご相談ください。

　新たに産業観光を受け入れるために、当該事業所の工場等で製造工
程等を公開するために行う資料の作成、設備の設置、工事などに要す
る経費
※以下の経費等は助成対象となりません
・団体の運営に要する経費（懇親会に係る飲食経費、　　　　　　　　　　　
団体構成員の人件費、光熱費、家賃など）

・団体の職員・会員を講師とした謝金、旅費、宿泊費

対象経費

　小松商工会議所会員事業所のうち、市内に所在する事業所等におい
て、新たに産業観光に取り組む事業所・団体等

参加団体　株式会社小松製作所粟津工場、北陸エアターミナル
ビル株式会社、株式会社板尾鉄工所、小松ガス株式会社、社会
福祉法人松寿園、一般社団法人小松能美建設業協会、小松市農
業協同組合、航空自衛隊小松基地、公立小松大学、なた祭り実
行委員会、イオンモール新小松、小松市教育委員会、輪島商工
会議所青年部、小松商工会議所青年部（順不同）

出演団体　小松大谷高等学校チアリーディング部／北國新聞文化センターチ
アダンス小松教室／小松市チアリーディングチーム コマツルアナーズ／小松
ライオンズクラブ／粟津おすえべ花吹雪／ KCSストリートダンススクール／
Kolors ／フイ・フラ・オ・レイアロハ 金沢スタジオ／ YECCA♣VECCA／
数馬／ Gueto Capoeira ／ Bloco Barravento ／輪島キリコ太鼓保存会／和
倉いでゆ太鼓保存会／氷見有磯太鼓保存会／志賀疾風太鼓保存会／雅道太鼓
／小松市大太鼓連盟／打族（Da-zoku）／和太鼓グループ彩WING&KAGE

出店者　小松菓子業組合小松生菓子専門店会／石川県寿司
業生活衛生同業組合小松支部／石川県飲食業生活衛生同業
組合小松支部

出演団体　あおばマーチングバンド／こばとマーチングバンド／小松市立高
等学校 芸術コース音楽専攻／小松商業高等学校＆聖愛幼稚園／板津中学校吹
奏楽部／小松市消防音楽隊／小松市民吹奏楽団

※当日、小松駅付近の一部道路は交通規制がございます。また、交通が大変混雑しますので、シャトルバス・公共交通機関をご利用ください。
※天候によりイベント内容の一部が変更される場合があります。

対 象 者

　小松市内で実施する助成対象期間内の活動を
対象とします。
令和6年4月1日～令和7年3月31日

対象期間

　小松市内で賑わいを創出するために行うイベントの開催費用等
〈具体例〉
●複数事業者が統一したテーマで地域と一緒に行うイベント（龍助町
マーケット等）
●複数事業者による製造技術を発表するイベント（職人技モノづくり
発表会等）
●複数事業者による各種オンラインイベント
※以下の経費等は対象となりません。
・団体の運営に要する経費（懇親会に係る飲食経費、団体構成員の人件費、
光熱費、家賃など）

・団体の職員・会員を講師とした謝金、旅費、宿泊費
・工事等を要するハード整備に要する経費

対象経費

助 成 額

　3以上の構成員からなる団体等で、
本所会員事業所が50％以上の会員構
成率である団体
※県内大学の大学生グループを構成員と
する場合は、構成率に含めません。

チアリーディングやダンスパフォーマンス、音楽演奏など、多彩
なパフォーマンスが繰り広げられます。

太鼓の音とともに、多種多様なあんどんが市内を
練り歩きます。フィナーレにはみんなで輪踊り！

プロの味を全面に出したこまつの「食」をお楽しみ
ください。

市内のこども園、中学校吹奏楽部、小松市消防音楽隊、高校生や
市民吹奏楽団の演奏をお楽しみください。

場所：れんが花道通り
キッチンカーストリート

バラエティあふれるキッチンカーが、れんが花
道通りに勢ぞろいします。

2.茶会（煎茶席）

一煎入魂、煎茶道松月流による立礼式煎茶お点前にて、お茶の香
りや味とともに小松の和菓子をお楽しみください。

●こまつの杜もりもりあきまつり
●北國とおり町マーケット
●サイエンスヒルズこまつどんどんイベント
●こまつの郷土芸能まつり
●2024にゃんぷらフェスタ
●どんどんきまっし小松中央通り商店街秋まつり
●三日市わんプラザ
●八の市うきうきチョンマゲマーケット

小松市で人気の特産品や九谷セラミック・ラボラ
トリーおすすめの九谷焼を販売！

対 象 者

　小松市内で実施する助成対象期間内の活動を
対象とします。
令和6年4月1日～令和7年3月31日

対象期間

募集期間

　助成対象経費の2分の1（1件あたり上限5万円、
1,000円未満の端数切捨て）
※対象となる活動の前に交付決定を受ける必要があ
ります。

令和7年3月末まで（予算額に達し次第締切）

助 成 額

募集期間

詳しくは
こちら

詳しくは
こちら

時間：17時30分～
ルート：芦城公園～小松駅前市民公園
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時間：9時30分～10時15分
時間：10時00分～16時00分

時間：10時00分～16時00分

時間：10時15分～16時15分

時間：11時00分～14時00分 時間：10時00分～16時00分

時間：10時00分～16時00分

前売券
販売中
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小松商工会議所 2024.103

助成金交付事業



ISICO  （公財）石川県産業創出支援機構からのお知らせ

相談場所■小松商工会議所

経営相談

  ☎0761-21-3121
ご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

専門家によるアドバイスも受けられます。

【経営】

【被災復旧について】

【特許・商標】

【労務管理】

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

悩みを抱えたままにしていませんか?

金融（融資）相談
※随時対応しております。

受付時間（月）～（金）9:00～16:00
（小松商工会議所経営支援課）

事業に
関する

今月の利率
（令和6年9月20日現在）

（1）

（600）
1件

600万円

■マルケイ資金（内コロナ）
無担保・無保証人
2,000万円（1,000万円）
・利率 1.45％
・期間 設備10年・運転7年

0件

0万円

1件

2,500万円

■創業者支援融資
原則無担保
2,000万円
・利率 1.7％以内
・期間 7年（運転5年）

■小口零細（創業者分含）
原則無担保
2,000万円
・利率 1.7％以内
・期間 7年（運転5年）

■経営安定支援融資（一般分）
8,000万円（運転資金）
・利率 1.6％以内
・期間 7年

0件

0万円

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
8,000万円（運転資金）
・利率 1.3％以内
・期間 7年

0件

0万円

■原油価格等高騰借替分
8,000万円（運転資金）
・利率 1.85％以内
・期間 15年以内

4件

8,520万円

■地域商工業活性化融資
5,000万円（特認2億円）
・利率 1.8％以内
・期間 5年～15年

（期間10年超の場合は、変動金利）

2件1,000万円
創業者分

0件 0万円
女性若者シニア分

4件2,000万円
零細分

予約制

記帳・税務
相談

小松法律相談センター

日時：10月3日､10日､17日､24日
         31日（毎週木曜日）
         13:00～15:50

☎076-221-0242
小松法律相談センターにてご予約ください。
（金沢弁護士会）

日　時：11月18日（月）
　　　　10:00～16:00
専門家：北陸税理士会 小松支部 派遣税理士

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

・各種補助金や支援策に関する経営
相談窓口を設置しています。

資金繰り安定のため
金融支援制度を利用したい。

本所では能登半島地震に関する事業者向け支援制度を
はじめ専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。
ご相談の際は、事前にご連絡をお願いします。

・補助金について教えて欲しい。

・特許や商標登録について検討し
ている。

・海外に製品を出したい。
・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。

・雇用・労務に関する相談をしたい。
※ご相談内容によっては、専門家派遣事業に
て対応または専門機関をご紹介しております。

令和6年度（8月末
まで）認定実績

予約制

・会社の経理や税務についてわからないことがある。
・消費税について教えてほしい。

金融情報 令和6年能登半島地震に関する事業者向け情報 令和6年9月20日時点

金

成

助
・
金

助

補

分類 制　　　度 概　　　要 お 問 合 せ 先受付締切補助金上限額

展示会・商談会等助成金
新たな市場への参入や新製品・新技術の販路開拓を支援します!

なりわい再建
支援補助金

設備や施設の復旧整備に係
る経費を補助。

15億円
補助率：3/4

石川県なりわい
再建支援
補助金HP

随時受付
県

小規模事業者
持続化補助金
（災害支援枠）

被災小規模事業者による販
路開拓等の事業再建に向け
た取り組みを補助。

200万円
補助率：2/3

小規模事業者持続化
補助金
災害支援枠（令和6
年能登半島地震）
HP

5次：10/7

国

なりわい再建
支援補助金
上乗せ

100万円
補助率：2/15
（中堅企業等は1/5）

令和７年
3/31

市
小松市経済環境部
商工労働課
☎0761-24-8074

県のなりわい再建支援補助
金に最大で100万円上乗せ
補助。

小規模事業者
事業継続支援
補助金

100万円
補助率：2/3 随時受付

県
石川県小規模
事業者事業継続
支援補助金HP

国の小規模事業者持続化補
助金（災害支援枠）に最大
で100万円上乗せ補助。

小規模事業者
持続化補助金
（災害支援枠）
上乗せ

30万円
補助率：3/20
以内

令和７年
3/31

小松市経済環境部
商工労働課
☎0761-24-8074

国の小規模事業者持続化補
助金（災害支援枠）に最大
で30万円上乗せ補助。

市

厚生労働省
業務改善助成金HP業務改善助成金

厚生労働省
HPをご確認
ください

12/27

事業場内で最も低い賃金を
引き上げ、設備投資等を
行った中小企業・小規模事
業者等にその費用の一部を
助成。地震の影響で破損し
た設備を更新する場合でも
利用可能。検査工程などの手作業のデジタル化・自動化により品質改善や業務の効率化、新規受注体制が可能な生産体制構築

に取り組む企業の方に、取り組まれた背景や実感されている効果について、ご紹介いただきます。

国

中小企業者
持続化補助金
（災害支援枠）

200万円
補助率：1/2 4次：未定

公益財団法人
石川県産業創出
支援機構HP

被災中小企業者による販路
開拓等の事業再建に向けた
取り組みを補助。

県

県内事例に学ぶ
検査工程における自動化システム活用

丸井織物株式会社  技術部生産技術課  課長  松本 翼 氏
「検査工程測定作業のデジタル化・
　　　　　　  自動化による業務効率化」

産業大学経営講座デジタルセミナー

 

募集期間

対 象 者

　小松商工会議所では、全国の商
工会議所が主催、主管、共催、協力、
協賛、後援する展示会・商談会へ
の参加経費の一部を助成します。

※例：出展料、参加費、運搬費、小間の製作および組立費、必要最低限の設備費、撤去費等
※国、県、市等の補助金と内容が重複する申請は認められない。
※いずれも、事業実施期間内に出展、支払いが完了した経費のみ対象とする。

令和6年8月1日（木）～令和7年2月28日（金）
（事業実施期間 令和6年4月1日（月）～令和7年2月28日（金））　
当所会員事業者（概ね10者  先着順）
　　　　      出展・参加に必要な経費として上限70,000円（税込）
　　　　      助成率：1/2

【お問合せ先】
小松商工会議所　経営支援課　TEL. 0761-21-3121

対象経費及び助成内容

詳細はこちら▶

公益財団法人
石川県産業創出支援機構
企業振興部  設備導入支援課
TEL: 076-267-1174
E-mail: its@isico.or.jp

お問い合わせ

詳細はこちら

部
１
第

株式会社有川製作所  代表取締役社長  有川 富貴 氏

お申し込みは10/15（火） 12:00 まで

「小人の靴屋プロジェクト
　　　　　　  ～自動化で魅力ある企業へ～」部

2
第

14:00-16:00
2024年

10/16（水） 受講料
無料

オンラインセミナー

 
4

補助金情報  



ISICO  （公財）石川県産業創出支援機構からのお知らせ

相談場所■小松商工会議所

経営相談

  ☎0761-21-3121
ご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

専門家によるアドバイスも受けられます。

【経営】

【被災復旧について】

【特許・商標】

【労務管理】

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

悩みを抱えたままにしていませんか?

金融（融資）相談
※随時対応しております。

受付時間（月）～（金）9:00～16:00
（小松商工会議所経営支援課）

事業に
関する

今月の利率
（令和6年9月20日現在）

（1）

（600）
1件

600万円

■マルケイ資金（内コロナ）
無担保・無保証人
2,000万円（1,000万円）
・利率 1.45％
・期間 設備10年・運転7年

0件

0万円

1件

2,500万円

■創業者支援融資
原則無担保
2,000万円
・利率 1.7％以内
・期間 7年（運転5年）

■小口零細（創業者分含）
原則無担保
2,000万円
・利率 1.7％以内
・期間 7年（運転5年）

■経営安定支援融資（一般分）
8,000万円（運転資金）
・利率 1.6％以内
・期間 7年

0件

0万円

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
8,000万円（運転資金）
・利率 1.3％以内
・期間 7年

0件

0万円

■原油価格等高騰借替分
8,000万円（運転資金）
・利率 1.85％以内
・期間 15年以内

4件

8,520万円

■地域商工業活性化融資
5,000万円（特認2億円）
・利率 1.8％以内
・期間 5年～15年

（期間10年超の場合は、変動金利）

2件1,000万円
創業者分

0件 0万円
女性若者シニア分

4件2,000万円
零細分

予約制

記帳・税務
相談

小松法律相談センター

日時：10月3日､10日､17日､24日
         31日（毎週木曜日）
         13:00～15:50

☎076-221-0242
小松法律相談センターにてご予約ください。
（金沢弁護士会）

日　時：11月18日（月）
　　　　10:00～16:00
専門家：北陸税理士会 小松支部 派遣税理士

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

・各種補助金や支援策に関する経営
相談窓口を設置しています。

資金繰り安定のため
金融支援制度を利用したい。

本所では能登半島地震に関する事業者向け支援制度を
はじめ専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。
ご相談の際は、事前にご連絡をお願いします。

・補助金について教えて欲しい。

・特許や商標登録について検討し
ている。

・海外に製品を出したい。
・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。

・雇用・労務に関する相談をしたい。
※ご相談内容によっては、専門家派遣事業に
て対応または専門機関をご紹介しております。

令和6年度（8月末
まで）認定実績

予約制

・会社の経理や税務についてわからないことがある。
・消費税について教えてほしい。

金融情報 令和6年能登半島地震に関する事業者向け情報 令和6年9月20日時点

金

成

助
・
金

助

補

分類 制　　　度 概　　　要 お 問 合 せ 先受付締切補助金上限額

展示会・商談会等助成金
新たな市場への参入や新製品・新技術の販路開拓を支援します!

なりわい再建
支援補助金

設備や施設の復旧整備に係
る経費を補助。

15億円
補助率：3/4

石川県なりわい
再建支援
補助金HP

随時受付
県

小規模事業者
持続化補助金
（災害支援枠）

被災小規模事業者による販
路開拓等の事業再建に向け
た取り組みを補助。

200万円
補助率：2/3

小規模事業者持続化
補助金
災害支援枠（令和6
年能登半島地震）
HP

5次：10/7

国

なりわい再建
支援補助金
上乗せ

100万円
補助率：2/15
（中堅企業等は1/5）

令和７年
3/31

市
小松市経済環境部
商工労働課
☎0761-24-8074

県のなりわい再建支援補助
金に最大で100万円上乗せ
補助。

小規模事業者
事業継続支援
補助金

100万円
補助率：2/3 随時受付

県
石川県小規模
事業者事業継続
支援補助金HP

国の小規模事業者持続化補
助金（災害支援枠）に最大
で100万円上乗せ補助。

小規模事業者
持続化補助金
（災害支援枠）
上乗せ

30万円
補助率：3/20
以内

令和７年
3/31

小松市経済環境部
商工労働課
☎0761-24-8074

国の小規模事業者持続化補
助金（災害支援枠）に最大
で30万円上乗せ補助。

市

厚生労働省
業務改善助成金HP業務改善助成金

厚生労働省
HPをご確認
ください

12/27

事業場内で最も低い賃金を
引き上げ、設備投資等を
行った中小企業・小規模事
業者等にその費用の一部を
助成。地震の影響で破損し
た設備を更新する場合でも
利用可能。検査工程などの手作業のデジタル化・自動化により品質改善や業務の効率化、新規受注体制が可能な生産体制構築

に取り組む企業の方に、取り組まれた背景や実感されている効果について、ご紹介いただきます。

国

中小企業者
持続化補助金
（災害支援枠）

200万円
補助率：1/2 4次：未定

公益財団法人
石川県産業創出
支援機構HP

被災中小企業者による販路
開拓等の事業再建に向けた
取り組みを補助。

県

県内事例に学ぶ
検査工程における自動化システム活用

丸井織物株式会社  技術部生産技術課  課長  松本 翼 氏
「検査工程測定作業のデジタル化・
　　　　　　  自動化による業務効率化」

産業大学経営講座デジタルセミナー

 

募集期間

対 象 者

　小松商工会議所では、全国の商
工会議所が主催、主管、共催、協力、
協賛、後援する展示会・商談会へ
の参加経費の一部を助成します。

※例：出展料、参加費、運搬費、小間の製作および組立費、必要最低限の設備費、撤去費等
※国、県、市等の補助金と内容が重複する申請は認められない。
※いずれも、事業実施期間内に出展、支払いが完了した経費のみ対象とする。

令和6年8月1日（木）～令和7年2月28日（金）
（事業実施期間 令和6年4月1日（月）～令和7年2月28日（金））　
当所会員事業者（概ね10者  先着順）
　　　　      出展・参加に必要な経費として上限70,000円（税込）
　　　　      助成率：1/2

【お問合せ先】
小松商工会議所　経営支援課　TEL. 0761-21-3121

対象経費及び助成内容

詳細はこちら▶

公益財団法人
石川県産業創出支援機構
企業振興部  設備導入支援課
TEL: 076-267-1174
E-mail: its@isico.or.jp

お問い合わせ

詳細はこちら

部
１
第

株式会社有川製作所  代表取締役社長  有川 富貴 氏

お申し込みは10/15（火） 12:00 まで

「小人の靴屋プロジェクト
　　　　　　  ～自動化で魅力ある企業へ～」部

2
第

14:00-16:00
2024年

10/16（水） 受講料
無料

オンラインセミナー

小松商工会議所 2024.105

中小企業相談所コーナー・ISICOコーナー



雇
用
情
報

7月
【厚生労働省発表】 有効求人倍率完全失業率【総務省発表】

全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内

金沢 白山 七尾 加賀 輪島1.58倍 1.78倍 1.18倍 1.61倍 0.85倍

（前月2.5％）

（1～3月期）

（前月181万人）

2.7％

1.7％

188万人

1.24倍

1.45倍

1.07倍

（前月1.23倍）

（前月1.35倍）［原数値］

（前月1.06倍）［原数値］

全産業合計
の業況DI値

月の

▲15.4

【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

全産業

前年同月比 先行見通し

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50

好調

0≦DI＜25

まあまあ

DI＜▲25

きわめて不振

北陸・信越

▲25≦DI＜0

不振

全　国 全　国北陸・信越

 ▲8.9  ▲21.0  ▲13.9  ▲22.7

詳しくはこちら▶日本商工会議所ホームページ【https://cci-lobo.jcci.or.jp/】

景況天気予報 LOBO
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小
売
業
は
、
百
貨
店
が
引
き
続
き
好
調

な
ほ
か
、
猛
暑
に
伴
う
飲
食
品
や
夏
物
商

材
の
需
要
増
で
改
善
し
た
。
卸
売
業
は
、

飲
食
品
関
連
の
引
き
合
い
増
で
改
善
し
、

建
設
業
は
、
公
共
工
事
の
下
支
え
で
改
善

し
た
。
一
方
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
、
観
光
業

で
夏
休
み
需
要
の
恩
恵
が
見
ら
れ
た
も
の

の
、
消
費
者
の
節
約
志
向
や
異
常
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象
等

に
よ
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出
控
え
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し
、
ほ
ぼ
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と
な
っ
た
。
製
造
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企
業
の
設

備
投
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が
伸
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み
、
機
械
器
具
関
係
を

中
心
に
悪
化
し
た
。

　
実
質
賃
金
の
プ
ラ
ス
転
換
等
、
個
人

消
費
回
復
の
兆
し
が
う
か
が
え
る
一
方
、

原
材
料
価
格
や
電
気
代
、
輸
送
費
等
の

高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト
増
は
続
い
て
い
る
。

ま
た
、
人
手
不
足
の
中
、
賃
上
げ
等
に

向
け
た
価
格
転
嫁
も
追
い
付
か
ず
、
中

小
企
業
の
業
況
は
力
強
さ
を
欠
く
。

●
先
行
き
見
通
し
D
I
は
、

▲
13
･
9（
今
月
比
＋
1
･
5
ポ
イ
ン
ト
）

　
長
引
く
物
価
高
に
よ
る
購
買
意
欲
の

低
迷
に
加
え
、
深
刻
な
人
手
不
足
に
よ

る
受
注
機
会
の
損
失
や
、
継
続
す
る
コ

ス
ト
増
に
対
す
る
価
格
転
嫁
の
遅
れ
等
、

経
営
課
題
の
山
積
は
続
い
て
い
る
。

　
一
方
、
定
額
減
税
や
賃
上
げ
に
よ
る

実
質
賃
金
の
プ
ラ
ス
転
換
で
、
個
人
消

費
の
回
復
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
酷

暑
乗
り
切
り
緊
急
支
援
に
よ
る
電
気
・

ガ
ス
代
の
補
助
や
歴
史
的
な
円
安
の
一

服
で
コ
ス
ト
減
が
見
込
ま
れ
、
先
行
き

は
微
か
に
明
る
い
兆
し
が
見
ら
れ
る
。

●
北
陸
信
越
の
動
向

　
北
陸
信
越
は
、改
善
。サ
ー
ビ
ス
業
で

は
、お
盆
期
間
に
お
け
る
北
陸
新
幹
線
の

1
日
あ
た
り
の
利
用
者
数
が
過
去
最
多
の

約
４
万
人
を
記
録
す
る
な
ど
、イ
ン
バ
ウ

ン
ド
・
国
内
観
光
需
要
の
増
加
に
よ
り
、宿

泊
関
係
や
飲
食
関
係
を
中
心
に
売
上
・
採

算
が
改
善
し
た
。小
売
業
で
も
、観
光
客

の
増
加
に
伴
い
、観
光
地
の
商
店
街
な
ど

で
売
上
・
採
算
が
改
善
し
た
。一
方
で
、事

業
者
か
ら
は
、地
元
住
民
の
節
約
志
向
は

依
然
と
し
て
高
く
、販
売
価
格
の
転
嫁
に

苦
慮
し
て
い
る
、と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。

＊DI値（景況判断指数）について
　ＤＩ値は、売上・採算・業況などの項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基
準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイ
ナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって売上
高などの実数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。

業況DIは、物価高が重荷で
力強さ欠き、ほぼ横ばい
先行きは、消費回復等への
期待感から明るい兆し

「LOBO調査とは」全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

　ベストウイズクラブでは、「福祉制度キャンペーン」を9/2～11/30に実施いたしま
す。（※9/2~9/30はアクサ単独キャンペーンとして実施）
　本キャンペーンは、『商工会議所福祉制度』を会員の皆様にご理解いただき、会員事
業所の福祉向上にお役立ていただくことを主な目的としています。
　『商工会議所福祉制度』は、経営者・役員の皆様の保障や退職金準備他、入院・介
護・老後に備えた様々な保障ニーズにお応えするものです。
　商工会議所職員とアクサ生命保険株式会社の担当社員がお伺いした際には、是非ご協
力いただきますようお願い申しあげます。
※「ベストウイズクラブ」は、商工会議所共済制度・福祉制度の普及・推進を目的とし全国各地の商工会議
所およびアクサ生命保険株式会社により運営されている組織です。

『商工会議所福祉制度キャンペーン』実施のお知らせ

お問合せ先 小松商工会議所  総務・事業課
☎0761-21-3121

Campaign

　税関では、安全・安心な社会の実現に向けて「経済安全保障の確保」に取り組んでいます。取引先等
による軍事転用のおそれのある製品や技術の不正輸出の可能性に気づいたら、税関密輸ダイヤル又は
税関HPの情報提供サイトまで情報提供をお願いします。

民生品の製品を製造
するとの説明だけど、
HPを見ると兵器も製
造しているみたいだ
…

「不正輸出かも?」と思ったら税関まで!! 
例えば、こんなことありませんか?税関密輸ダイヤル（24時間） ☎0120-461-961

軍事転用の可能性
複数の国内取引先
から、同じ時期に同
じ製品の引き合いが
あったけど…

HPがないような海外研
究機関から、共同研究を
持ち掛けられ、技術情報
をUSBメモリなどの記録
媒体で輸出するよう求め
られたけど…

規制逃れの可能性

需要者を偽っている可能性

民生品と偽って兵器の製造に転用

病院でIC（集積回路）を何
に使うのかな？

技術流出の可能性

別の企業・組織やダミー企業を経由して
兵器製造工場に迂回輸出 技術流出＆軍事転用

複数の調達先を用意し、規制逃れ

金沢税関支署から情報提供のお願い 金沢税関支署　☎076-268-9181

税関HP▶

　南加賀公設地方卸売市場では、開設40周年の記念事業として「市
場まつり」を開催します。
　マグロの解体ショー、生鮮品の即売、野菜の即売、そして、南加
賀のグルメ（かわきた味噌豚どん、イノシシ肉のジビエプレート、川
魚の塩焼き、海鮮大鍋）が参加。イベント会場では、小松市消防音
楽隊の演奏、太鼓演奏、圏内の園児による発表、YOSAKOIソーラ
ン日本海等の出演があります。
　また、能登復興支援コーナーでは、能登の特産品が並びます。
　爽やかな秋の一日、ご家族揃ってぜひお出でください、多くの皆
様の来場をお待ちしております。

「
市
場
ま
つ
り
」開
催

南
加
賀
公
設
地
方
卸
売
市
場

10月27日（日）8:30～12:00日　時

南加賀公設地方卸売市場（小松市本江町ホ1番地）場　所

☎0761-24-6611

主　催
共　催

南加賀公設地方卸売市場開設40周年記念事業実行委員会
南加賀商工観光推進協議会
南加賀地区地産地消推進協議会

お問合せ先
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　税関では、安全・安心な社会の実現に向けて「経済安全保障の確保」に取り組んでいます。取引先等
による軍事転用のおそれのある製品や技術の不正輸出の可能性に気づいたら、税関密輸ダイヤル又は
税関HPの情報提供サイトまで情報提供をお願いします。

民生品の製品を製造
するとの説明だけど、
HPを見ると兵器も製
造しているみたいだ
…

「不正輸出かも?」と思ったら税関まで!! 
例えば、こんなことありませんか?税関密輸ダイヤル（24時間） ☎0120-461-961

軍事転用の可能性
複数の国内取引先
から、同じ時期に同
じ製品の引き合いが
あったけど…

HPがないような海外研
究機関から、共同研究を
持ち掛けられ、技術情報
をUSBメモリなどの記録
媒体で輸出するよう求め
られたけど…

規制逃れの可能性

需要者を偽っている可能性

民生品と偽って兵器の製造に転用

病院でIC（集積回路）を何
に使うのかな？

技術流出の可能性

別の企業・組織やダミー企業を経由して
兵器製造工場に迂回輸出 技術流出＆軍事転用

複数の調達先を用意し、規制逃れ

金沢税関支署から情報提供のお願い 金沢税関支署　☎076-268-9181

税関HP▶

　南加賀公設地方卸売市場では、開設40周年の記念事業として「市
場まつり」を開催します。
　マグロの解体ショー、生鮮品の即売、野菜の即売、そして、南加
賀のグルメ（かわきた味噌豚どん、イノシシ肉のジビエプレート、川
魚の塩焼き、海鮮大鍋）が参加。イベント会場では、小松市消防音
楽隊の演奏、太鼓演奏、圏内の園児による発表、YOSAKOIソーラ
ン日本海等の出演があります。
　また、能登復興支援コーナーでは、能登の特産品が並びます。
　爽やかな秋の一日、ご家族揃ってぜひお出でください、多くの皆
様の来場をお待ちしております。

「
市
場
ま
つ
り
」開
催

南
加
賀
公
設
地
方
卸
売
市
場

10月27日（日）8:30～12:00日　時

南加賀公設地方卸売市場（小松市本江町ホ1番地）場　所

☎0761-24-6611

主　催
共　催

南加賀公設地方卸売市場開設40周年記念事業実行委員会
南加賀商工観光推進協議会
南加賀地区地産地消推進協議会

お問合せ先

小松商工会議所 2024.107

Information
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小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会

　
小
松
商
工
会
議
所
が
設
け
る「
小
規
模
企
業
振
興
委
員
」は
、
会
頭
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
16
名
の
方
々

で
、
市
内
の
各
協
同
組
合
、
商
店
街
の
役
員
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
委
員
は
経
営
改
善
普
及
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
小
規
模
企
業
者
の
経
営
等
に
関
す
る
悩
み

や
相
談
を
気
軽
に
受
け
て
、
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所
に
紹
介
し
、
経
営
指
導
員
と
協
力
し
て

事
業
者
の
悩
み
や
問
題
解
決
に
あ
た
る
、
商
工
会
議
所
と
小
規
模
企
業
者
と
の
橋
渡
し
役
で
す
。

　
委
員
が
こ
の
８
月
に
ま
と
め
た
小
松
管
内
の
景
況
は
次
の
通
り
で
す
。 

復
興
需
要
や
北
陸
新
幹
線
開
業
効
果
は
あ
れ
ど

復
興
需
要
や
北
陸
新
幹
線
開
業
効
果
は
あ
れ
ど

先
行
き
不
透
明
強
く

先
行
き
不
透
明
強
く

業
種
別
景
況
報
告（
令
和
6
年
度
上
期
）小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会

委員名 　団体名　 役職名
角 谷　　 亮 三日市商店街振興組合 理 事 長
掛 田　 英 治 小松中央通り商店街振興組合 理 事 長
高 戸　 喜 光 粟津駅前商交会 会 長
川 田　 秀 実 小松織物工業協同組合 事 務 局 長
中 森　 勇 人 小松撚糸工業協同組合 理 事 長
小 林 与 志 次 小松鉄工機器協同組合 専 務 理 事
油 片　 吉 徳 小松鉄工団地協同組合 専 務 理 事
谷 口　 潤 一 （一社）小松能美建設業協会 専 務 理 事
三 田　 英 則 石川県九谷窯元工業協同組合 理 事 長
河 畑　 宏 昭 加南トラック事業協同組合 事 務 局 長
真 田　　 尚 石川県電気工事工業組合加南本部 業 務 課 長
◎茗荷谷　豊 小松管工事協同組合 理 事 長
坂 井　 浩 明 小松魚商協同組合 理 事 長
坂 野　 義 文 粟津温泉旅館協同組合 事 務 局 長
山 内　　 勇 小松建具組合 組 合 長
山 岸　　 稔 小松能美建築組合連合会 会 長

〈令和6年度の振興委員〉（順不同）

◎代表幹事

　

新
幹
線
延
伸
に
よ
る
観
光
客
の
増

加
は
感
じ
ら
れ
な
い
が
、
コ
マ
ツ
の
研

修
を
含
む
ビ
ジ
ネ
ス
出
張
の
来
訪
者

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
昨
年
と
比
べ

夜
の
時
間
帯
の
来
訪
者
は
増
え
、
飲

食
店
の
来
客
数
の
増
加
は
７
月
あ
た

り
か
ら
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。
た
だ
、

お
昼
の
時
間
帯
は
ホ
テ
ル
へ
の
移
動

な
ど
は
見
ら
れ
る
が
消
費
は
あ
ま
り

生
ま
れ
て
い
な
い
。

　

当
商
店
街
は
継
続
的
に
夜
の
時
間

　

各
店
舗
扱
っ
て
い
る
商
材
が
違
う

の
で
そ
れ
ぞ
れ
意
見
は
違
う
も
の
の
、

総
じ
て
少
し
上
向
き
傾
向
に
あ
る
と

　

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
か
ら
半

年
以
上
が
過
ぎ
た
。
県
内
経
済
に
関

し
て
は
ま
だ
ま
だ
影
響
は
残
る
も
の

　

北
陸
新
幹
線
が
3
月
に
開
通
し
た

も
の
の
、
駅
―
空
港
の
利
用
の
み
で

周
辺
へ
の
好
影
響
は
あ
ま
り
見
ら
れ

な
い
。
観
光
に
も
誘
客
に
つ
な
が
る
仕

掛
け
や
ス
ポ
ッ
ト
が
乏
し
い
た
め
飲

食
以
外
の
小
売
業
に
と
っ
て
は
非
常

に
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。
駅
で

の
イ
ベ
ン
ト
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、

さ
ら
に
商
店
街
へ
の
人
の
流
れ
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

　

組
合
員
数
が
減
り
、
組
合
員
の
高

齢
化
も
進
む
中
、
今
後
ど
こ
ま
で
組

合
を
維
持
し
て
い
け
る
の
か
分
か
ら

な
い
状
況
で
あ
る
。
イ
ベ
ン
ト
時
や
連

休
時
な
ど
は
あ
る
程
度
の
人
の
流
れ

は
期
待
で
き
る
も
の
の
、
マ
ン
パ
ワ
ー

も
不
足
し
て
い
る
た
め
新
た
な
手
を

人
の
流
れ
少
な
く

厳
し
い
状
況

上
向
き
傾
向
が

続
く
こ
と
に
期
待

業
界
内
で
も
格
差
が

見
受
け
ら
れ
る

夜
の
時
間
帯
の
来
客
数
増
加

❶
三
日
市
商
店
街
振
興
組
合

❷
小
松
中
央
通
り
商
店
街
振
興
組
合

❸
粟
津
駅
前
商
交
会

❹
小
松
織
物
工
業
協
同
組
合

帯
の
飲
食
店
の
新
規
出
店
が
多
く
、

問
合
せ
も
増
え
て
き
て
い
る
。よ
っ
て
、

今
ま
で
の
お
昼
の
時
間
帯
の
小
売
店

の
商
店
街
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
必
然

的
に
夜
の
時
間
帯
の
商
店
街
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
に
変
化
す
る
過
渡
期
で
あ

る
と
捉
え
て
い
る
。
新
幹
線
延
伸
に

よ
る
効
果
は
昼
夜
と
も
に
限
定
的
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
新
し
い
ホ

テ
ル
の
建
設
や
継
続
的
な
コ
マ
ツ
の

研
修
な
ど
、
来
訪
者
は
増
え
て
く
る

と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
消
費

さ
れ
る
場
と
い
う
役
割
に
留
ま
ら
ず
、

当
商
店
街
を
通
し
て
様
々
な
交
流
が

生
ま
れ
、
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
結

束
を
深
め
る
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る

こ
と
を
目
指
す
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の

観
点
か
ら
、
当
商
店
街
が
ど
の
よ
う

な
形
で
こ
れ
か
ら
の
地
域
課
題
を
解

決
で
き
る
か
を
模
索
し
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

小規模企業振興委員連絡会

打
て
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

ア
ー
ケ
ー
ド
と
い
う
特
性
を
活
か

し
、
場
所
貸
し
を
積
極
的
に
行
い
誘

客
に
つ
な
げ
る
の
も
一
つ
の
手
か
も
し

れ
な
い
。

感
じ
る
。
新
店
舗
の
出
店
が
あ
り
、
以

前
よ
り
人
の
動
き
が
見
ら
れ
る
。

　

食
料
品
や
燃
料
な
ど
原
材
料
価
格

の
上
昇
、
人
手
不
足
に
よ
る
人
件
費

の
上
昇
、
組
合
員
の
高
齢
化
な
ど
不

安
材
料
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、
今
後

も
上
向
き
傾
向
が
続
く
こ
と
に
期
待

し
て
い
る
。

　

商
交
会
と
し
て
も
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
な
ど
人
を
呼
び
込
む
取
組
み
が
出

来
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
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働
き
方
改
革
関
連
法
の
施
行
に
伴

い
建
設
業
に
お
い
て
も
時
間
外
の
労

働
の
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ
、
工
期

の
延
長
や
週
休
2
日
制
の
推
進
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
最
低
賃
金
の

ア
ッ
プ
に
伴
う
人
件
費
の
高
騰
、
少

子
高
齢
化
に
伴
う
慢
性
的
な
人
手
不

足
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
よ
る
世
界

的
な
資
材
価
格
の
高
騰
や
記
録
的
な

円
安
に
よ
る
輸
入
資
材
の
高
騰
な
ど

多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
状
況

に
あ
り
、
先
行
き
不
透
明
な
状
況
が

続
い
て
い
る
。

　
北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
延
伸
の
効
果
に

よ
り
、
駅
周
辺
の
土
地
価
格
の
上
昇
、

北
電
ビ
ル
の
令
和
７
年
夏
の
開
業
予
定

な
ど
明
る
い
兆
し
が
あ
り
、
ホ
テ
ル
・

店
舗
等
の
民
間
開
発
の
活
性
化
の
兆
し

が
見
え
始
め
て
い
る
と
感
じ
る
が
、
建

築
業
界
は
度
重
な
る
コ
ス
ト
増
に
価

格
転
嫁
が
追
い
つ
か
ず
収
益
力
が
低

下
し
て
い
る
状
況
が
続
い
て
お
り
、
原

材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
に
加

え
、
人
材
確
保
に
向
け
た
賃
上
げ
等
の

コ
ス
ト
増
加
が
継
続
す
る
中
、
中
・
小

の
建
設
業
は
苦
し
い
状
況
が
続
い
て
い

　
景
気
は
依
然
良
い
と
は
言
え
な
い
。

物
価
上
昇
を
上
回
る
賃
上
げ
を
実
現

し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
現
状
は
非
常
に

厳
し
い
。
問
題
が
山
積
す
る
中
で
価

格
転
嫁
を
は
じ
め
と
す
る
取
引
の
適

　

大
手
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
は
、
昨

年
下
半
期
か
ら
需
要
が
減
少
し
て
お

り
、
建
設
機
械
に
つ
い
て
は
、
今
年
も

引
き
続
き
減
産
と
な
っ
て
い
る
。

　

組
合
員
企
業
の
多
く
は
、
主
要
な

客
先
の
減
産
に
よ
り
受
注
が
減
少
し

て
お
り
、
高
操
業
か
ら
通
常
操
業
に

移
行
し
て
い
る
。

　

産
業
機
械
、
工
作
機
械
に
つ
い
て

は
、
客
先
や
製
造
部
品
に
よ
っ
て
堅
調

　

大
手
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
は
、
主

力
の
建
設
機
械
・
車
両
部
門
で
欧
州

や
中
国
で
需
要
減
速
の
恐
れ
や
、
ウ

取
引
の
適
正
化
を

進
め
る
こ
と
が
重
要

❺
小
松
撚
糸
工
業
協
同
組
合

不
安
要
素
多
く
、

先
行
き
不
透
明

北
陸
新
幹
線
開
業
効
果

や
や
感
じ
る

需
要
減
少
、
減
産
続
く

❻
小
松
鉄
工
機
器
協
同
組
合

❽（
一
社
）小
松
能
美
建
設
業
協
会

❼
小
松
鉄
工
団
地
協
同
組
合

ク
ラ
イ
ナ
危
機
、
米
国
の
景
気
後
退

リ
ス
ク
が
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
組
合
内
に
は
グ
ロ
ー

バ
ル
な
景
気
減
速
懸
念
が
広
が
り
つ

つ
あ
る
。

　
資
源
価
格
の
高
止
ま
り
な
ど
を
背
景

に
、
世
界
建
機
需
要
が
大
幅
に
落
ち
込

む
可
能
性
は
低
い
と
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
復
旧
・
復
興
需
要
や
北
陸
新
幹

線
の
敦
賀
延
伸
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消

費
及
び
各
種
施
策
等
の
効
果
に
よ
り

持
ち
直
し
を
感
じ
ら
れ
る
。

　
一
方
、
小
松
織
物
業
関
連
は
織
物
の

業
種
に
よ
る
格
差
が
見
受
け
ら
れ
る
。

織
物
全
般
の
景
気
動
向
は
、
長
引
く

円
安
を
起
因
と
す
る
原
材
料
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
高
騰
に
よ
り
生
産
コ
ス
ト

は
高
止
ま
り
、
相
次
ぐ
価
格
転
嫁
も
追

い
つ
か
ず
採
算
性
は
非
常
に
厳
し
い
状

況
で
あ
る
。
主
力
の
カ
ー
テ
ン
・
イ
ン

テ
リ
ア
関
連
も
定
番
商
品
の
在
庫
調
整

が
原
因
で
受
注
数
も
減
少
、
試
織
に
つ

い
て
も
消
極
的
で
あ
る
。

　

ア
ウ
ト
ド
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
衣
料
関

連
も
コ
ロ
ナ
禍
に
過
剰
生
産
さ
れ
た

在
庫
調
整
に
時
間
が
か
か
り
出
荷
は

鈍
く
、
先
行
き
も
不
透
明
で
あ
る
。

　
絹
織
物（
和
装
）に
つ
い
て
は
受
注

数
に
対
応
可
能
な
機
屋
が
な
く
深
刻

な
状
況
。
生
糸
価
格
の
高
騰
、
設
備

の
老
朽
化
、
後
継
者
不
足
に
よ
る
影

響
が
顕
著
に
露
呈
し
た
様
相
で
あ
る
。

　

９
月
以
降
は
当
組
合
主
力
の
衣

料
・
イ
ン
テ
リ
ア
関
係
と
も
需
要
期

に
入
り
消
費
の
回
復
に
期
待
し
た
い
。

な
企
業
と
受
注
が
減
少
し
て
い
る
企

業
と
に
分
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
業
界
全
体
と
し
て
、
光
熱
水
費
、
仕

入
価
格
の
高
騰
や
人
件
費
増
加
分
に
つ

い
て
は
、
客
先
に
あ
る
程
度
価
格
転
嫁

を
認
め
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
減
産
の

影
響
で
前
年
よ
り
景
況
、
売
上
高
、
採

算
性
が
悪
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

組
合
員
企
業
の
多
く
は
、
大
手
建

設
機
械
メ
ー
カ
ー
の
減
産
が
今
後
も

継
続
す
る
と
の
こ
と
で
、
受
注
の
減

少
が
年
末
ま
で
は
続
く
と
見
通
し
て

い
る
。

　
長
引
く
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題

と
と
も
に
、
欧
米
や
中
国
経
済
の
動
向

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
、
先
行
き
が

不
透
明
に
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
原
材
料
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

価
格
の
高
騰
、
人
材
確
保
の
た
め
の
賃

上
げ
・
所
得
の
向
上
、
受
注
の
減
少
な

ど
に
伴
う
収
益
状
況
の
悪
化
に
よ
り
、

経
営
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

そ
の
た
め
、
生
産
性
の
向
上
と
効

率
化
の
た
め
G
X
、
D
X
、
Ａ
Ｉ
の

活
用
、
教
育
研
修
の
充
実
と
モ
ノ
づ

く
り
人
材
の
確
保
・
育
成
、
事
業
継

続
計
画（
B
C
P
）に
よ
る
危
機
管
理

の
強
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
と

な
る
。
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正
化
を
進
め
る
こ
と
が
よ
り
重
要
と

な
っ
て
く
る
。

　

繊
維
産
業
は
産
業
全
体
・
製
造
業

全
体
と
比
べ
て
も
賃
金
が
低
い
傾
向

に
あ
る
。
背
景
に
は
製
品
の
販
売
価

格
を
先
に
決
定
し
、
利
益
を
差
し
引

い
た
残
り
の
金
額
か
ら
加
工
賃
等
を

設
定
し
、
十
分
な
価
格
協
議
が
行
わ

れ
ず
に
発
注
す
る
商
慣
習
が
一
部
の

企
業
で
残
っ
て
い
る
。
調
達
コ
ス
ト
が

明
確
で
、
値
上
げ
の
根
拠
が
示
し
や

す
い「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
材
料
費
」へ

の
対
応
だ
け
で
な
く「
労
務
費
」に
相

当
す
る
部
分
も
含
め
た
適
切
な
価
格

転
嫁
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

組
合
事
業
者
の
な
か
に
は
価
格
転

嫁
が
進
む
企
業
が
見
受
け
ら
れ
る
が

十
分
と
は
言
え
な
い
。
組
合
と
し
て
は

引
き
続
き
組
合
事
業
者
の
財
務
改
善

の
た
め
に
原
糸
メ
ー
カ
ー
、
商
社
等

に
対
し
て
加
工
賃
増
額
を
働
き
か
け

て
い
く
こ
と
を
支
援
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

の
、
景
気
減
速
が
続
く
こ
と
へ
の
先
行

き
不
安
が
残
り
、
定
時
操
業
や
過
去
に

例
の
少
な
い「
定
時
割
れ
」が
見
受
け

ら
れ
る
企
業
も
現
れ
る
な
ど
現
況
は
特

段
に
良
い
と
は
言
え
な
い
。

　

大
企
業
を
中
心
に
広
が
っ
て
い
た

賃
上
げ
の
動
き
が
中
小
企
業
に
波
及

し
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
が
、
大
半
が
賃

上
げ
の
対
応
を
先
送
り
し
て
い
る
こ

と
を
み
て
も
、
景
況
感
が
悪
化
し
て
い

る
中
小
企
業
の
実
態
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
い
る
。

　
組
合
員
の
経
営
上
の
不
安
要
素
は
、

「
原
材
料
価
格
や
電
気
代
及
び
燃
料
コ

ス
ト
の
高
騰
」や
慢
性
的
な「
人
材
の

確
保
、
育
成
問
題
」が
最
も
高
い
割
合

を
占
め
て
い
る
た
め
、
今
後
も
対
応
・

対
策
に
注
力
が
必
要
で
あ
る
。

　
業
界
の
成
長
を
形
作
る
に
は
、
一
層

の
I
C
T（
情
報
通
信
技
術
）や
Ａ
Ｉ

の
導
入
を
進
め
、
自
動
制
御
に
よ
る

施
工
品
質
の
向
上
や
効
率
化
を
図
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。



中小企業倒産防止共済（経営セーフティ共済）制度に係る
税制の特例に関する内容の変更について

■中小企業倒産防止共済制度に関するお問い合わせ

再加入は可能だが
損金算入できない期間

（2年間）
損金算入可能となる
期間（1回目）

損金算入可能となる
期間（2回目）

共済相談室

中小機構（共済制度） https://kyosai/web.smrj.go.jp/

050-5541-7171

　令和６年3月28日（木）に「所得税法等の一部を改正する法律」が成立し、令和６年3月30日（土）に公布されました。その結
果、倒産防止共済掛金の税法上の取り扱いについて規定している、租税特別措置法 第28条および第66条の11が改正され、
令和6年10月1日以降に共済契約を解除し、再度共済契約を締結（再加入）した場合、その解除の日から2年を経過する日ま
での間に支出する掛金については、必要経費または損金の額に算入できなくなりました。

　中小企業倒産防止共済制度のお問い合わせ
につきましては、中小機構ホームページ内の「お
問い合わせフォーム」や「よくあるご質問」をご
利用いただくか、共済相談室にお電話ください。

（営業時間：平日 午前9時～午後5時）

加入 解約
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信
用
調
査
会
社
が
ま
と
め
た

２
０
２
４
年
上
半
期
の
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
の
倒
産
件
数
は
い
ず
れ
も
前
年

を
上
回
っ
て
い
る
。
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン

ク
で
は
１
８
６
件
で
、
前
年
同
期
比

39
・
８
％
増
。
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ

も
１
９
４
件
と
、
同
42
・
６
％
増
、
い

ず
れ
も
４
割
増
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
表
面
化
し
て
い
る
も
の
だ
け
で
、
稼

　

公
共
工
事
の
発
注
や
民
間
企
業
の

設
備
投
資
に
よ
り
、
忙
し
く
し
て
い

る
業
者
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
人
手

不
足
で
工
事
が
受
注
で
き
な
い
ケ
ー

ス
や
、
資
材
価
格
の
上
昇
が
著
し
く
、

工
事
価
格
に
反
映
で
き
な
い
な
ど
、
先

行
き
不
透
明
な
状
況
で
、
今
後
に
不

安
を
感
じ
て
い
る
。

　

能
登
半
島
地
震
で
被
害
を
受
け
た

被
災
地
で
の
水
道
管
路
の
応
急
復
旧
、

宅
内
配
管
修
繕
は
現
在
も
続
い
て
お

り
、
改
め
て
我
々
の
業
界
は
人
が
生
き

て
い
く
上
で
欠
か
せ
な
い
水
を
守
っ
て

い
く
大
切
な
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
。
全
国
的
な
課
題
だ

が
、
小
松
市
で
も
組
合
員
が
減
少
す

る
と
共
に
、
若
手
技
術
者
不
足
、
技

能
労
働
者
の
高
齢
化
が
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
災
害
な

ど
い
ざ
と
い
う
時
に
動
け
る
体
制
を

し
っ
か
り
作
っ
て
お
か
な
い
と
い
け
な

い
。
若
年
層
を
中
心
と
し
た
人
手
不

足
解
消
の
た
め
に
も
、
魅
力
あ
る
業

界
の
P
R
、
こ
の
業
界
で
働
く
人
の

給
与
や
休
日
と
い
っ
た
処
遇
改
善
を

　

能
登
半
島
地
震
か
ら
８
ヵ
月
が
経

ち
、
能
登
地
区
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
本

格
復
旧
工
事
が
始
ま
り
、
県
関
連
の

公
共
事
業
も
能
登
方
面
の
災
害
復
旧

工
事
を
主
と
し
て
進
行
中
で
あ
る
。

　
加
賀
地
区
の
住
宅
着
工
件
数
は
、
子

育
て
世
代
の
減
少
や
建
築
資
材
高
騰
な

ど
か
ら
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　

民
間
の
設
備
投
資
は
製
造
業
や
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
中
心
に
回
復
傾

向
、
受
注
金
額
も
上
昇
傾
向
で
は
あ

る
が
、
一
方
で
材
料
費
高
騰
や
賃
上
げ

等
を
受
注
金
額
に
反
映
さ
せ
る
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

　

個
々
の
企
業
で
は
、
景
気
の
先
行

き
不
透
明
感
を
感
じ
て
い
る
企
業
も

見
受
け
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
労
働
環
境
の
整
備
や
、
人

材
確
保
な
ど
人
的
要
因
に
係
る
コ
ス

ト
負
担
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

新
築
住
宅
の
着
工
件
数
が
減
少
傾

向
と
予
想
さ
れ
る
中
、
震
災
復
興
や

輸
出
関
連
企
業
の
設
備
投
資
に
期
待

し
た
い
。
ま
た
、
小
松
駅
周
辺
や
新

規
工
業
団
地
造
成
な
ど
の
公
共
・
民

間
設
備
投
資
の
継
続
的
な
開
発
関
連

投
資
に
期
待
し
た
い
。

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現（
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
削
減
）に
向
け
製
造

業
を
中
心
に
環
境
関
連
の
電
気
工
事
へ

の
需
要
が
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　
一
方
で
は
、
金
利
の
上
昇
傾
向
や
人

件
費
高
騰
は
、
企
業
の
収
益
力
低
下

❿
加
南
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

⓫
石
川
県
電
気
工
事
工
業
組
合
加
南
本
部

運
賃
交
渉
上
手
く
い
く

例
あ
る
も
、
二
極
化
が
加
速

職
人
の
高
齢
化
が
深
刻

能
登
地
区
の
本
格
復
旧
工
事

始
ま
る

る
。
こ
れ
に
住
宅
融
資
の
金
利
上
昇
が

金
融
機
関
か
ら
示
さ
れ
れ
ば
、
新
築
等

の
需
要
が
落
ち
込
む
こ
と
が
大
変
懸
念

さ
れ
る
。

　

公
共
事
業
関
係
で
は
、
能
登
半
島

地
震
に
よ
る
災
害
復
旧
支
援
の
道
路

啓
開
作
業
や
仮
設
住
宅
支
援
も
一
段

落
し
た
状
況
に
あ
り
、
今
後
は
公
費

解
体
や
国
・
県
の
災
害
復
旧
工
事（
道

路
・
施
設
等
）が
本
格
化
発
注
す
る
見

込
み
で
あ
る
が
、
宿
泊
場
所
や
人
手

不
足
か
ら
能
登
支
援
に
積
極
的
に
行

け
る
状
況
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

地
元
に
お
い
て
も
、
能
登
地
震
の

影
響
に
よ
る
下
水
道
の
被
災
延
長

5·

6
km
、
28
町
内
に
及
ぶ
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
お
り
下
水
道
管
に
加
え
、
水

道
管
、
ガ
ス
管
も
影
響
を
受
け
て
い

る
。
ま
た
、
九
竜
橋
川
排
水
路
も
被

災
し
て
お
り
復
旧
を
急
ぐ
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
全
体
復
旧
費
は
概

算
で
20
億
円
と
示
さ
れ
て
お
り
、
令

和
7
年
度
完
成
を
目
途
と
し
て
い
る
。

そ
れ
に
加
え
、
公
会
堂
・
博
物
館
等

も
地
震
に
よ
る
影
響
を
受
け
て
お
り
、

今
後
解
体
の
前
倒
し
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
能
登
半
島
地
震
関
連
事
業
並

び
に
梯
川
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連

事
業
は
順
次
計
画
的
に
進
め
ら
れ
て

い
る
が
長
い
年
月
を
要
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

を
懸
念
さ
せ
、
産
業
間
の
人
材
獲
得

競
争
が
激
化
し
、
社
員
の
定
着
化
が

課
題
と
な
る
。

　

ま
た
、
若
手
社
員
の
人
材
不
足
問

題
は
企
業
の
生
産
性
低
下
を
招
く
た

め
、
積
極
的
に
女
性
や
外
国
人
労
働

者
の
活
用
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

現
在
、
需
要
は
安
定
し
て
い
る
よ

う
だ
が
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

❾
石
川
県
九
谷
窯
元
工
業
協
同
組
合

働
し
て
い
な
い
倒
産
状
態
に
あ
る
と

こ
ろ
も
少
な
く
な
い
こ
と
を
考
え
る

と
、
実
際
の
倒
産
件
数
は
も
っ
と
多
い

と
想
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
人
件
費

高
騰
や
燃
料
価
格
の
高
止
ま
り
な
ど
、

厳
し
い
経
営
環
境
を
背
景
に
水
面
下

で
淘
汰
が
進
ん
で
い
る
。
一
方
、
価
格

転
嫁
状
況
は
相
変
わ
ら
ず
で
、
中
小

企
業
庁
に
よ
る
と
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
に
お
け
る
発
注
企
業
の
立
場
で
は

28
・
１
％
と
27
業
種
中
最
下
位
、
受

注
企
業
の
立
場
と
し
て
は
、
32
・
2
％

と
同
26
位
と
低
位
で
推
移
し
て
い
る
。

　

燃
料
費
を
は
じ
め
、
車
両
費
や
人

件
費
な
ど
、
コ
ス
ト
が
上
が
っ
て
い
る

中
で
、
価
格
転
嫁
が
進
ま
な
い
状
況

が
続
け
ば
、
資
金
難
に
陥
る
事
業
者

が
増
え
、
倒
産
件
数
の
増
加
も
懸
念

さ
れ
る
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ
る
と
、
運

送
業
界
の
倒
産
件
数
は
２
０
０
９
年

に
過
去
最
多
の
３
７
４
件
で
あ
る
が
、

今
の
ま
ま
で
は
、
そ
れ
を
上
回
る
可
能

性
が
あ
る
と
し
、
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
が
続
く
。

　
一
方
で
、
運
賃
交
渉
が
満
足
い
く
形

で
進
ん
で
い
る
事
業
者
も
存
在
す
る
。

首
都
圏
の
建
材
輸
送
の
運
送
事
業
者

は
し
っ
か
り
と
し
た
荷
主
と
の
関
係

構
築
を
実
現
し
、
30
％
近
い
価
格
転

嫁
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
っ
た
。

　

今
後
、
経
営
難
に
追
い
込
ま
れ
る

運
送
事
業
者
と
、
そ
う
で
な
い
運
送

事
業
者
の
二
極
化
が
加
速
す
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。

⓬
小
松
管
工
事
協
同
組
合

人
手
不
足
に
よ
り

受
注
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も

の
影
響
や
北
陸
新
幹
線
の
開
業
効
果

は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
ず
、
淡
々
と
注

文
を
こ
な
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

職
人
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

今
ま
で
通
り
の
生
産
工
程
を
維
持
す

る
こ
と
へ
の
厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
。

ま
た
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
で
、
人

件
費
や
原
材
料
費
の
仕
入
れ
の
負
担

が
増
え
る
と
見
込
ま
れ
る
の
で
、
今

後
は
単
価
の
設
定
や
、
商
品
開
発
等
、

経
営
戦
略
が
問
わ
れ
る
。



中小企業倒産防止共済（経営セーフティ共済）制度に係る
税制の特例に関する内容の変更について

■中小企業倒産防止共済制度に関するお問い合わせ

再加入は可能だが
損金算入できない期間

（2年間）
損金算入可能となる
期間（1回目）

損金算入可能となる
期間（2回目）

共済相談室

中小機構（共済制度） https://kyosai/web.smrj.go.jp/

050-5541-7171

　令和６年3月28日（木）に「所得税法等の一部を改正する法律」が成立し、令和６年3月30日（土）に公布されました。その結
果、倒産防止共済掛金の税法上の取り扱いについて規定している、租税特別措置法 第28条および第66条の11が改正され、
令和6年10月1日以降に共済契約を解除し、再度共済契約を締結（再加入）した場合、その解除の日から2年を経過する日ま
での間に支出する掛金については、必要経費または損金の額に算入できなくなりました。

　中小企業倒産防止共済制度のお問い合わせ
につきましては、中小機構ホームページ内の「お
問い合わせフォーム」や「よくあるご質問」をご
利用いただくか、共済相談室にお電話ください。

（営業時間：平日 午前9時～午後5時）

加入 解約

小松商工会議所 2024.1011

　
コ
ロ
ナ
禍
後
の
需
要
回
復
基
調
後

に
起
き
た
能
登
震
災
は
特
に
サ
ー
ビ

ス
業
に
と
っ
て
は
大
変
厳
し
い
も
の

だ
っ
た
。
し
か
し
北
陸
新
幹
線
延
伸

に
よ
っ
て
加
賀
地
区
に
も
少
な
か
ら

ず
、
良
い
影
響
を
も
た
ら
し
た
事
も

事
実
で
あ
る
。し
か
し
、こ
こ
に
き
て
、

物
価
の
上
昇
が
購
買
力
を
圧
迫
し
て

い
る
感
も
い
な
め
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

新
幹
線
景
気
も
過
ぎ
て
、
宿
泊
業

や
飲
食
業
が
低
迷
し
て
い
る
こ
の
状

況
が
い
つ
回
復
し
て
い
く
の
か
見
極

め
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
世
界
経
済
や
国
際
情
勢
が

不
安
定
な
中
、
個
人
消
費
が
ど
う
動

い
て
い
く
の
か
、
見
通
し
が
困
難
な
の

も
事
実
で
あ
る
。

⓭
小
松
魚
商
協
同
組
合

新
幹
線
開
業
効
果
続
か
ず

小規模企業振興委員連絡会

　
い
し
か
わ
応
援
旅
行
割
の
効
果
で
７

月
ま
で
は
好
調
で
あ
っ
た
が
、
８
月
以

降
は
み
え
て
こ
な
い
。
北
陸
新
幹
線
延

伸
に
よ
り
小
松
駅
に
も「
か
が
や
き
」

が
停
車
す
る
こ
と
と
な
り
観
光
客
の
増

加
を
期
待
し
て
い
た
が
、
好
影
響
は
感

　

昨
年
か
ら
続
い
て
い
る
材
料
の
高

騰
が
止
ま
っ
て
い
な
い
。
人
件
費
の
上

昇
と
合
わ
せ
て
、
住
宅
の
価
格
が
上

が
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
新
築
着
工
棟

数
が
下
が
っ
て
き
て
お
り
、
価
格
を
少

し
で
も
下
げ
る
た
め
に
既
製
品
を
使

用
す
る
建
設
会
社
が
増
え
、
注
文
の

建
具
が
使
わ
れ
る
住
宅
が
限
ら
れ
て

き
て
い
る
。

　

た
だ
、
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震

で
の
手
直
し
工
事
等
が
増
え
て
き
て

い
る
た
め
、
忙
し
い
感
が
あ
る
。

　

物
価
の
上
昇
に
対
し
て
賃
金
の
上

昇
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
た
め
、
住
宅

着
工
棟
数
は
伸
び
に
く
い
と
考
え
ら

れ
る
。

　

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
の
復
興

が
進
ん
で
き
て
い
る
た
め
、
建
具
の

仕
事
も
増
え
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
県
内
の
建
具
業
の
職
人
が
減
少

傾
向
に
あ
り
、
個
人
企
業
が
多
く
を

占
め
る
た
め
、
業
界
間
の
協
力
体
制

を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

令
和
６
年
１
月
の
能
登
半
島
地
震

の
震
災
対
応
で
職
人
不
足
が
続
き
地

元
、
南
加
賀
で
も
い
ま
だ
に
震
災
修

繕
工
事
が
残
り
未
工
事
の
物
件
も
あ

ち
こ
ち
で
見
か
け
る
現
状
で
あ
る
。
職

人
は
忙
し
く
し
て
い
る
が
、
高
齢
化

な
ど
で
職
人
の
数
の
減
少
は
止
ま
る

こ
と
が
な
い
。

　
そ
の
上
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
以
来
、

材
木
・
建
材
・
住
設
機
器
・
運
送
費
な

ど
の
高
騰
が
続
き
、
施
主
に
提
出
す
る

見
積
な
ど
は
２
割
、
３
割
増
し
と
な
っ

て
い
る
。
職
人
の
使
用
道
具
類
ま
で
も

が
値
上
げ
を
し
て
い
る
が
、
賃
金
の
値

上
げ
は
進
ん
で
お
ら
ず
、
物
価
上
昇
に

あ
っ
た
賃
金
の
ア
ッ
プ
が
望
ま
れ
る
。 

　
新
築
住
宅
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど

は
、
地
球
温
暖
化
の
点
か
ら
断
熱
効
果

の
あ
る
物
件
や
、
空
き
家
対
策
に
対
し

国
か
ら
の
補
助
金
や
耐
震
改
修
の
補
助

も
あ
り
業
界
は
現
状
の
よ
う
に
進
む
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

　
人
材
不
足
の
問
題
は
、
賃
金
ア
ッ
プ

と
週
休
二
日
制
な
ど
処
遇
改
善
が
十
分

に
あ
れ
ば
問
題
は
少
し
ず
つ
解
消
す
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

現
状
、

物
価
上
昇
に
見
合
っ
た
賃
金
の
増
額
が

希
望
で
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
な
ど
の
大
手

企
業
か
ら
職
方
に
対
す
る
賃
金
ア
ッ
プ

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
け
ば
、
自
然
と
個

人
の
職
人
の
賃
金
の
増
額
に
繋
が
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

⓮
粟
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合

⓯
小
松
建
具
組
合

⓰
小
松
能
美
建
築
組
合
連
合
会

業
界
間
で
協
力
し
合
え
る

体
制
が
必
要

い
し
か
わ
応
援
旅
行
割
に

期
待

震
災
対
応
で
職
人
不
足
続
く

し
っ
か
り
行
な
え
る
よ
う
に
、
業
界
内

の
全
て
の
会
社
が
適
正
な
利
潤
を
得

る
仕
組
み
づ
く
り
に
真
剣
に
取
り
組

み
、
業
界
の
未
来
に
繋
げ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

じ
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

９
月
か
ら
再
び
始
ま
る
い
し
か
わ

応
援
旅
行
割
に
期
待
し
た
い
。
10
月

以
降
の
地
引
網
や
カ
ニ
の
解
禁
と
の

相
乗
効
果
で
観
光
客
の
増
加
を
期
待

し
て
い
る
。



日本商工会議所発行

「会議所ニュース」
に掲載されました!

　本所が小松市並びにリクルートと、地
域活性化に向けた人口定着に関する協定
を締結した記事が、日本商工会議所発行
の「会議所ニュース」に掲載され、全国の
商工会議所（515箇所）に紹介されました。
　これからも小松市の活性化に向けて各
種事業に取り組んでまいります。

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

● 

簿
記
検
定
　
１
〜
3
級

お
問
合
せ
先

試
験
日

申
込
期
間

申
込
方
法

受
験
料

11
月
17
日（
日
）

9
月
30
日（
月
）〜
10
月
18
日（
金
）ま
で

本
所
窓
口
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

H
P  https://kom

atsu-cci.or.jp
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小
松
商
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会
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務
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企業による事業紹介 挨拶する山本教育長

ふ
る
さ
と
小
松
を
担
う
人
材
の
育
成
に
向
け
て

　
8
月
29
日
、小
松
市
教
育
委
員
会
主
催
の「
ふ
る
さ
と
こ
ま
つ　
中
・
高
・

地
域
企
業
連
携
セ
ミ
ナ
ー
」が
、
市
内
10
校
の
中
学
校
・
学
園
の
進
路
指
導

担
当
教
諭
、
市
内
の
専
門
高
校
教
諭
、
市
内
事
業
所
が
参
加
の
も
と
本
所
で

開
催
さ
れ
、
企
業
・
職
種
の
紹
介
や
最
近
の
就
職
状
況
の
説
明
、
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
中
・
義
務
教
育
学
校
が
市
内
企
業
の
状
況
や
高
等
学
校

の
就
職
状
況
等
に
理
解
を
深
め
、
中
学
生
へ
の
進
路
指
導
や
地
域
内
連
携
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
当
地
域
を
担
う
人
材
の
育
成
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
に
初
め
て
開
催
さ
れ
た
。
山
本
民
夫
小
松
市
教
育
長
の
開
会

挨
拶
に
続
き
、
市
内
事
業
所
と
し
て
本
所
正
副
会
頭
事
業
所
が
参
加
し
、
各

企
業
の
事
業
内
容
、
職
種
ご
と
の
特
徴
や
最
近
の
動
向
、
仕
事
上
で
の
や

り
が
い
な
ど
が
資
料
や
動
画
を
用
い
て
説
明
さ
れ
た
。
ま
た
、
小
松
商
業
高

等
学
校
・
小
松
工
業
高
等
学
校
の
両
校
よ
り
、
在
学
中
に
提
供
さ
れ
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
卒
業
後
の
就
職
・
大
学
等
へ
の
進
学
状
況
な
ど
を
直
近
の
デ
ー

タ
を
用
い
て
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
企
業
と
教

育
機
関
に
よ
る
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
相
互
理
解
を
深
め
た
。

8/29ふるさとこまつ
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会議所の動き

講義の様子

創
業
に
つ
い
て
基
礎
か
ら
学
び
、
起
業
家
を
目
指
す

　

本
所
で
は
、
創
業
を
目
指
す
方
や
創
業
後
間
も
な
い
方
な
ど

を
対
象
と
し
た
こ
ま
つ
創
業
塾（
小
松
市
特
定
創
業
支
援
事
業
）

2
0
2
4
を
9
月
7
日
8
日
21
日
22
日
の
4
日
間
、
開
催
し
た
。

　
本
塾
は
、
経
営
、
財
務
、
人
材
育
成
、
販
路
開
拓
な
ど
経
営
に

必
要
な
基
本
知
識
を
集
中
的
に
学
ぶ
こ
と
が
出
来
、
今
年
度
は
32

名
の
受
講
者
が
意
欲
的
に
受
講
し
た
。
今
回
は
エ
ク
ス
ぺ
株
式
会

社 

代
表
取
締
役 

田
口 

弦
矢
氏
、
取
締
役
C
F
O
畑
井
田 

滉
生
氏

（
小
松
市
と
連
携
協
定
締
結
）の
ほ
か
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
小
松

支
店
や
小
松
市
産
業
未
来
部
商
工
労
働
課
、
全
国
労
働
保
険
事
務

組
合
連
合
会
石
川
支
部
等
よ
り
講
師
を
招
い
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
ほ
か
融
資
制
度
や
補
助
金
、
労
働
保
険
な
ど
様
々
な
内
容
の

講
義
が
あ
っ
た
。

　
熱
心
な
受
講
生
も
多
く
、
盛
況
な
う
ち
に
閉
幕
と
な
っ
た
。

9/7~22こまつ創業塾2024（全４回）

推薦された小野顧問（左）と宮本理事（右） 日本YEGの吉川会長

日
本
Y
E
G
会
長
を
小
松
の
地
か
ら

　
本
所
Y
E
G（
会
長
：
廣
田
有
希
雄
）は
9
月
10
日
、
臨
時
総
会
を
開
催

し
、
メ
ン
バ
ー
38
名
が
参
加
し
た
。
審
議
事
項
で
は「
令
和
７
年
度
日
本
商

工
会
議
所
青
年
部
役
員
候
補
者
推
薦
に
関
す
る
件
」に
つ
い
て
協
議
し
、
小

野
知
一
郎
顧
問（
や
ま
と
グ
ル
ー
プ
㈱ 

代
表
取
締
役
社
長
）を
会
長
候
補
者

に
、
宮
本
健
一
理
事（
宮
本
農
産 

代
表
）を
担
当
理
事
候
補
者
に
推
薦
す
る

こ
と
が
可
決
さ
れ
た
。

　
今
回
可
決
さ
れ
た
推
薦
が
日
本
Y
E
G
会
員
総
会
に
て
承
認
さ
れ
れ
ば
、

小
野
氏
が
令
和
７
年
度
日
本
Y
E
G
会
長
予
定
者
と
な
る
。
推
薦
を
受
け
た

小
野
氏
は
挨
拶
し「
地
域
の
発
展
な
く
し
て
経
済
の
発
展
は
な
し
。
人
口
減
少

で
地
域
が
消
滅
を
し
て
い
く
課
題
を
、
全
国
の
Y
E
G
の
長
所
を
活
か
し
て

ど
う
や
っ
て
解
決
し
て
い
く
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
一
歩
踏
み
出
し
て
い
き

た
い
。」と
意
気
込
み
を
述
べ
た
。

　
総
会
に
は
令
和
６
年
度
日
本
Y
E
G
の
吉
川
会
長
、
北
村
東
地
区
担
当
副

会
長
、
中
山
専
務
理
事
も
臨
席
さ
れ
、
吉
川
会
長
か
ら
は「
会
長
の
所
属
単
会

は
全
国
か
ら
多
大
な
注
目
を
受
け
る
が
、
そ
れ
は
誇
り
で
あ
り
、
そ
の
よ
う

な
年
度
は
も
う
な
い
。
未
来
の
た
め
に
全
国
を
駆
け
回
る
小
野
会
長
候
補
者

を
支
え
て
欲
し
い
」と
祝
辞
が
あ
っ
た
。

9/10小松YEG（青年部）

連絡会の様子 講師の森清人氏

事
業
承
継
に
つ
い
て
学
ぶ

　
本
所
で
は
石
川
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー　
承
継
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
森
清
人
氏
を
迎
え
、
小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会

を
開
催
し
た
。

　
連
絡
会
で
は「
大
事
な
も
の
を
残
す
た
め
に
」～
事
業
承
継
の
取
組
み

に
つ
い
て
～
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
た
。
森
氏
は
事
業
承
継
の
形

態
・
パ
タ
ー
ン
別
メ
リ
ッ
ト
と
課
題
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
ま
た
、「
事

業
承
継
に
は
実
施
す
べ
き
こ
と
が
多
く
あ
る
た
め
、早
期
に
準
備
着
手
し
、

支
援
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
着
実
に
行
動
を
積
み
重
ね
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
親
族
内
承
継
・
従
業
員
承
継
・
M
＆
A
に
係

る
す
べ
て
の
業
務
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
支
援
し
て
い
る
。
大
切
な
も
の
を

残
す
た
め
に
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
」と
石
川
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ

支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
用
を
呼
び
掛
け
た
。

　
講
演
後
の
意
見
交
換
で
は
、
原
材
料
・
仕
入
れ
価
格
の
高
騰
、
担
い

手
の
高
齢
化
、
人
手
不
足
が
課
題
と
い
っ
た
意
見
が
あ
っ
た
。
特
に
人

手
不
足
を
課
題
と
す
る
団
体
が
多
い
傾
向
で
あ
っ
た
。
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日本商工会議所発行

「会議所ニュース」
に掲載されました!

　本所が小松市並びにリクルートと、地
域活性化に向けた人口定着に関する協定
を締結した記事が、日本商工会議所発行
の「会議所ニュース」に掲載され、全国の
商工会議所（515箇所）に紹介されました。
　これからも小松市の活性化に向けて各
種事業に取り組んでまいります。

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

● 

簿
記
検
定
　
１
〜
3
級

お
問
合
せ
先

試
験
日

申
込
期
間

申
込
方
法

受
験
料

11
月
17
日（
日
）

9
月
30
日（
月
）〜
10
月
18
日（
金
）ま
で

本
所
窓
口
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

H
P  https://kom

atsu-cci.or.jp

１
級  

8
，
8
0
０
円

２
級  

5
，
5
0
０
円

３
級  

3
，
3
0
０
円

小
松
商
工
会
議
所  

総
務
・
事
業
課

☎（
0
7
6
1
）21
・
3
1
2
1

小松商工会議所 2024.1013

会議所の動き

講座の様子 講師の川岸満里奈氏

日
商
簿
記
３
級
合
格
を
目
指
し
て

　
講
師
に
有
限
会
社
ド
リ
ー
ム
カ
レ
ッ
ジ
の
川
岸
満
里
奈
氏
を
迎
え
、

経
理
に
携
わ
っ
て
い
る
方
や
も
う
一
度
基
礎
を
勉
強
し
た
い
方
、
簿

記
検
定
を
受
験
さ
れ
る
方
を
対
象
に
9
月
13
日
か
ら
11
月
13
日
ま
で

の
期
間
に
て
全
18
回
の
簿
記
講
座（
日
商
3
級
）を
開
催
中
で
あ
る
。

　
市
内
に
勤
務
し
て
い
る
方
な
ど
15
名
の
参
加
が
あ
り
、
講
座
で

は
、
記
帳
の
必
要
性
や
仕
分
け
と
い
っ
た
簿
記
の
基
礎
か
ら
、
決
算

整
理
・
財
務
諸
表
の
作
成
ま
で
を
学
び
、
日
商
簿
記
3
級
合
格
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
簿
記
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
の
経
理
事
務
に

必
要
な
会
計
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
財
務
諸
表
を
読
む
力
、
基
礎
的

な
経
営
管
理
や
分
析
力
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
で
あ
る
コ
ス
ト
感
覚
を

身
に
つ
け
る
事
が
で
き
る
た
め
、
18
日
間
と
い
う
長
期
間
の
講
座
で

は
あ
る
が
、
熱
心
に
受
講
し
て
い
る
。

9/13~
11/13日商簿記3級講座

セミナーの様子 講師の砂畑氏（左）と朱氏

“
い
ま
”の
仕
事
探
し
に
合
わ
せ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
！

　
本
所
で
は
、
小
松
市
内
の
企
業
を
対
象
に
、
採
用
ノ
ウ
ハ
ウ
セ
ミ

ナ
ー（
小
松
市
・
リ
ク
ル
ー
ト
・
小
松
商
工
会
議
所
連
携
協
定
事
業
）

を
実
施
、
小
松
市
の
26
企
業
か
ら
30
名
が
参
加
し
た
。

　
講
師
に
は
株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
の
朱
賢
太
氏
、
砂
畑
圭
助
氏
を

迎
え“
い
ま
”の
求
職
者
の
仕
事
探
し
に
合
わ
せ
た
採
用
ノ
ウ
ハ
ウ
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
1
部
で
は
、
い
ま
の
求
職
者
の
特
徴
な
ど
最
新
の
採

用
市
場
の
動
向
や
、
採
用
力
を
上
げ
る
考
え
方
、
有
効
な
ツ
ー
ル
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
2
部
で
は
、「
応
募
が
集
ま
り
や
す
い
求
人
原
稿
」の
作
り
方
の
説

明
を
受
け
、
リ
ク
ル
ー
ト
のAir

ワ
ー
ク
に
会
社
情
報
の
登
録
や
検

索
さ
れ
や
す
い
実
際
の
求
人
ペ
ー
ジ
の
作
成
に
取
り
組
ん
だ
。

　
「
採
用
ノ
ウ
ハ
ウ
セ
ミ
ナ
ー
」は
、
テ
ー
マ
を
分
け
て
今
後
も
継
続

的
に
開
催
さ
れ
る
の
で
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

9/18採用ノウハウセミナー



　
平
面
町
に
あ
る「ILECHAM

P

（
イ
ル

シ
ャ
ン
）」は
、
今
年
で
創
業
6
年
目
を

迎
え
る
香
り
の
専
門
店
。

　
使
用
シ
ー
ン
や
気
分
に
合
わ
せ
た
香

り
を
天
然
素
材
を
用
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
で

創
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
調
香
や
、
オ

フ
ィ
ス
・
カ
フ
ェ
な
ど
企
業
向
け
の
香

り
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
本
格
的
な
調
香

体
験
が
で
き
る
ア
ロ
マ
調
香
レ
ッ
ス
ン

や
資
格
取
得
を
目
指
し
た
ア
ロ
マ
の
ス

ク
ー
ル
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

代表の島野さん

会員事業所紹介日
常
に
香
り
を
プ
ラ
ス
し
て

　
　
　
　身
も
心
も
軽
や
か
に

代表 島野　紘子

ILECHAMP

事業内容

所 在 地
T E L
メ ー ル
H P

　
代
表
の
島
野
さ
ん
は
、
最
初
は
単
な

る「
ア
ロ
マ
の
香
り
好
き
」だ
っ
た
が
、

芳
香
療
法（
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
）に
つ
い

て
学
び
を
深
め
て
い
く
う
ち
に
植
物
が

持
つ
力
の
偉
大
さ
を
知
り
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
に
植
物
の
香
り
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
に
な
る
と
感
じ
て
事
業
を

始
め
ら
れ
た
。

　
天
然
植
物
の
香
り
は
、
た
だ
良
い
香

り
が
す
る
だ
け
で
な
く
、
気
持
ち
を
穏

や
か
に
し
た
り
、
元
気
づ
け
た
り
、
ス

ト
レ
ス
軽
減
や
疲
労
回
復
、
風
邪
予
防

な
ど
様
々
な
薬
理
作
用
が
期
待
で
き
る

と
い
う
。

　「
香
り
の
レ
ッ
ス
ン
や
講
座
を
通
じ

て
出
会
う
方
々
が
み
る
み
る
う
ち
に
明

る
く
元
気
に
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
年
齢
・
性
別
問
わ
ず
日
頃
か
ら
天
然

の
香
り
で
心
と
体
の
ケ
ア
が
出
来
る
と

い
い
な
と
い
う
思
い
で
、
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
に
寄
り
添
っ
て
香
り
を
創
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
各
地
か
ら
厳
選
し
た
1
0
0
種

以
上
の
天
然
素
材
を
使
い
、一
人
一
人
の

そ
の
時
の
気
持
ち
、体
調
、暮
ら
し
方
な

ど
に
合
わ
せ
て
唯
一
無
二
の
香
り
を
お
創

り
し
ま
す
！
」と
代
表
の
島
野
さ
ん
。

　
今
後
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
オ
リ

ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
精
油
の
販
売
や
、

学
校
や
病
院
な
ど
様
々
な
公
共
の
場

で
香
り
の
導
入
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る
そ
う
。

　
天
然
の
香
り
が
持
つ
力
で
、
心
と
体

を
整
え
て
自
分
時
間
を
よ
り
豊
か
に
し

ま
せ
ん
か
？

　
ア
ロ
マ
調
香
レ
ッ
ス
ン
で
は
、
本
格

的
な
調
香
体
験
を
し
た
い
、
ア
ロ
マ
セ

ラ
ピ
ー
を
学
び
た
い
、
気
軽
に
ア
ロ
マ

を
体
験
し
た
い
な
ど
、
お
客
さ
ん
の
要

望
に
合
わ
せ
て
個
別
レ
ッ
ス
ン
、
グ

ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
を
行
っ
て
い
る
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
を
。

気
に
な
ら
れ
た
方
は
ぜ
ひ
、

Instagram

・
H
P
を
チ
ェ
ッ
ク
！

香りのデザイン業／アロマ空間
演出／アロマスクール講師など
小松市平面町
090-2371-3485
mail@ilechamp.club
https://ilechamp.club/

Instagram

「
石
川
県
商
工
会
議
所

　
　
　女
性
会
連
合
会
会
員
大
会
」開
催

No.309

華
つ
う
し
ん

女
性
会

　
令
和
６
年
９
月
９
日（
月
）、
石

川
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

第
24
回
会
員
大
会
が
A
N
A
ク
ラ

ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
金
沢
に
て
開

催
さ
れ
、
当
会
か
ら
は
19
名
が
参

加
し
た
。

　
は
じ
め
に
田
中
和
子
石
川
県
商

工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
会
長
よ

り
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
令
和

５
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
、

令
和
６
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

算
が
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。
続

い
て
、
研
修
会
で
は「
能
登
半
島

地
震
に
学
ぶ
　
〜
能
登
の
教
訓
と

新
た
な
挑
戦
〜
」と
題
し
、
第
１

部
で
は
珠
洲
・
輪
島
・
七
尾
商
工

会
議
所
の
会
員
が
実
体
験
を
交
え

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
、

第
２
部
で
は
能
登
地
区
の
参
加
者

を
囲
ん
で
の
懇
談
会
が
行
わ
れ
た
。

次
回
の
会
員
大
会
開
催
地
で

あ
る
小
松
商
工
会
議
所
女
性

会
の
嵐
清
美
会
長
が
閉
会
の

挨
拶
を
し
た
。
会
場
で
は
、

輪
島
・
七
尾
・
金
沢
地
区
に

よ
る
物
産
展
が
開
催
さ
れ
、

一
日
も
早
い
能
登
の
復
興
を

願
っ
た
。

　
そ
の
後
、
視
察
研
修
会
が

行
わ
れ
、
加
賀
商
工
会
議
所

女
性
会
と
合
同
で
、
ト
レ
イ

ン
パ
ー
ク
白
山
で
新
幹
線
の

入
線
の
様
子
や
歴
史
に
つ
い

て
視
察
見
学
し
た
。

物産館の様子視察先トレインパーク白山にて パネルディスカッションの様子

挨
拶
を
す
る
嵐
会
長
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平
面
町
に
あ
る「ILECHAM
P

（
イ
ル

シ
ャ
ン
）」は
、
今
年
で
創
業
6
年
目
を

迎
え
る
香
り
の
専
門
店
。

　
使
用
シ
ー
ン
や
気
分
に
合
わ
せ
た
香

り
を
天
然
素
材
を
用
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
で

創
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
調
香
や
、
オ

フ
ィ
ス
・
カ
フ
ェ
な
ど
企
業
向
け
の
香

り
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
本
格
的
な
調
香

体
験
が
で
き
る
ア
ロ
マ
調
香
レ
ッ
ス
ン

や
資
格
取
得
を
目
指
し
た
ア
ロ
マ
の
ス

ク
ー
ル
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

代表の島野さん

会員事業所紹介日
常
に
香
り
を
プ
ラ
ス
し
て

　
　
　
　身
も
心
も
軽
や
か
に

代表 島野　紘子

ILECHAMP

事業内容

所 在 地
T E L
メ ー ル
H P

　
代
表
の
島
野
さ
ん
は
、
最
初
は
単
な

る「
ア
ロ
マ
の
香
り
好
き
」だ
っ
た
が
、

芳
香
療
法（
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
）に
つ
い

て
学
び
を
深
め
て
い
く
う
ち
に
植
物
が

持
つ
力
の
偉
大
さ
を
知
り
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
に
植
物
の
香
り
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
に
な
る
と
感
じ
て
事
業
を

始
め
ら
れ
た
。

　
天
然
植
物
の
香
り
は
、
た
だ
良
い
香

り
が
す
る
だ
け
で
な
く
、
気
持
ち
を
穏

や
か
に
し
た
り
、
元
気
づ
け
た
り
、
ス

ト
レ
ス
軽
減
や
疲
労
回
復
、
風
邪
予
防

な
ど
様
々
な
薬
理
作
用
が
期
待
で
き
る

と
い
う
。

　「
香
り
の
レ
ッ
ス
ン
や
講
座
を
通
じ

て
出
会
う
方
々
が
み
る
み
る
う
ち
に
明

る
く
元
気
に
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
年
齢
・
性
別
問
わ
ず
日
頃
か
ら
天
然

の
香
り
で
心
と
体
の
ケ
ア
が
出
来
る
と

い
い
な
と
い
う
思
い
で
、
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
に
寄
り
添
っ
て
香
り
を
創
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
各
地
か
ら
厳
選
し
た
1
0
0
種

以
上
の
天
然
素
材
を
使
い
、一
人
一
人
の

そ
の
時
の
気
持
ち
、体
調
、暮
ら
し
方
な

ど
に
合
わ
せ
て
唯
一
無
二
の
香
り
を
お
創

り
し
ま
す
！
」と
代
表
の
島
野
さ
ん
。

　
今
後
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
オ
リ

ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
精
油
の
販
売
や
、

学
校
や
病
院
な
ど
様
々
な
公
共
の
場

で
香
り
の
導
入
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る
そ
う
。

　
天
然
の
香
り
が
持
つ
力
で
、
心
と
体

を
整
え
て
自
分
時
間
を
よ
り
豊
か
に
し

ま
せ
ん
か
？

　
ア
ロ
マ
調
香
レ
ッ
ス
ン
で
は
、
本
格

的
な
調
香
体
験
を
し
た
い
、
ア
ロ
マ
セ

ラ
ピ
ー
を
学
び
た
い
、
気
軽
に
ア
ロ
マ

を
体
験
し
た
い
な
ど
、
お
客
さ
ん
の
要

望
に
合
わ
せ
て
個
別
レ
ッ
ス
ン
、
グ

ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
を
行
っ
て
い
る
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
を
。

気
に
な
ら
れ
た
方
は
ぜ
ひ
、

Instagram

・
H
P
を
チ
ェ
ッ
ク
！

香りのデザイン業／アロマ空間
演出／アロマスクール講師など
小松市平面町
090-2371-3485
mail@ilechamp.club
https://ilechamp.club/

Instagram

「
石
川
県
商
工
会
議
所

　
　
　女
性
会
連
合
会
会
員
大
会
」開
催

No.309

華
つ
う
し
ん

女
性
会

　
令
和
６
年
９
月
９
日（
月
）、
石

川
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

第
24
回
会
員
大
会
が
A
N
A
ク
ラ

ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
金
沢
に
て
開

催
さ
れ
、
当
会
か
ら
は
19
名
が
参

加
し
た
。

　
は
じ
め
に
田
中
和
子
石
川
県
商

工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
会
長
よ

り
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
令
和

５
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
、

令
和
６
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

算
が
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。
続

い
て
、
研
修
会
で
は「
能
登
半
島

地
震
に
学
ぶ
　
〜
能
登
の
教
訓
と

新
た
な
挑
戦
〜
」と
題
し
、
第
１

部
で
は
珠
洲
・
輪
島
・
七
尾
商
工

会
議
所
の
会
員
が
実
体
験
を
交
え

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
、

第
２
部
で
は
能
登
地
区
の
参
加
者

を
囲
ん
で
の
懇
談
会
が
行
わ
れ
た
。

次
回
の
会
員
大
会
開
催
地
で

あ
る
小
松
商
工
会
議
所
女
性

会
の
嵐
清
美
会
長
が
閉
会
の

挨
拶
を
し
た
。
会
場
で
は
、

輪
島
・
七
尾
・
金
沢
地
区
に

よ
る
物
産
展
が
開
催
さ
れ
、

一
日
も
早
い
能
登
の
復
興
を

願
っ
た
。

　
そ
の
後
、
視
察
研
修
会
が

行
わ
れ
、
加
賀
商
工
会
議
所

女
性
会
と
合
同
で
、
ト
レ
イ

ン
パ
ー
ク
白
山
で
新
幹
線
の

入
線
の
様
子
や
歴
史
に
つ
い

て
視
察
見
学
し
た
。

物産館の様子視察先トレインパーク白山にて パネルディスカッションの様子

挨
拶
を
す
る
嵐
会
長

相続・贈与・遺言・事業承継相続・贈与・遺言・事業承継

小松店
（JR小松駅前新幹線口）

加賀店
（JR加賀温泉駅前）

相続贈与あんしんセンター

無料相談予約受付中無料相談予約受付中

小松商工会議所 2024.1015

会員事業所紹介
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■ドリルとテキストについて　申込書並びにテキスト・ドリル・過去問題はふるさと
小松検定Webページからダウンロードしてください。貸出、購入もできます。

11月17日（日） 初級編9:00～／中級編10:00～／上級編11:00～（各30分50問）
 観光編12:00～（20分25問）
11月20日（水） 観光編15:00～（20分25問）※オンラインのみ

受検級

令和6年11月17日（日）、20日※（水）15:00 ～※観光編オンラインのみ実施日

第一地区コミュニティセンター会　場

令和6年10月1日（火）～10月31日（木）9:00～17:00（土日・祝日は除く）申込期間

一般：1,000円／大学生：300円／高校生以下：無料　
(大学生以下の方は申込の際に学生証等を提示してください）

検定料

小松商工会議所  総務・事業課　
TEL: 0761-21-3121　FAX: 0761-21-3120

申込先 「初級編」「観光編」はオンライン
受験も実施します。詳しくは
ホームページをご確認ください。

　ふ
る
さ
と
へ
の
理
解
を
深
め
、
よ
り
多
く
の
皆

さ
ん
に
小
松
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

今
年
も
、
ふ
る
さ
と
小
松
検
定
を
実
施
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
小
松
検
定

NPO法人 ふるさと小松検定

第
20
回

北陸新幹線小松駅開業を記念して
『観光編』をスタートしました！

北陸新幹線小松駅開業記念
ふるさと小松　再発見！！
～きまっし！！ 小松の観光地へ～

令和６年度『観光編』テーマ

アクサ生命保険株式会社  小松営業所    〒923-8566  石川県小松市園町ニ－１  小松商工会議所ビル１Ｆ   TEL 0761-24-4596 

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニー
ズ（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継
など）を共済制度／福祉制度でサポートしています。

●本商品をご検討の際には「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報・
その他重要なお知らせ）」「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

 


